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序
並
び
に
解
題

　
明
治
初
期
の
司
法
卿
江
藤
新
平
（
一
八
三
四
－
一
八
七
四
）
に
つ
い
て
は
、

そ
の
劇
的
な
最
期
も
あ
っ
て
、
早
く
か
ら
数
多
く
の
研
究
書
が
出
版
さ
れ
、
ま

た
江
藤
新
平
関
係
文
書
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
も
販
売
さ
れ
て
い
る
た
め
、

そ
の
個
別
研
究
に
至
っ
て
は
汗
牛
充
棟
も
菅
な
ら
な
い
。

　
編
者
白
身
も
右
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
度
々
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
重
宝

し
て
い
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
常
時
利
用
す
る
に
は
そ
れ
な
り
の
設

備
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
は
モ
ノ
ク
ロ
写
真
で
あ
っ
て
、

フ
ィ
ル
ム
か
ら
で
は
判
読
不
可
能
な
箇
所
も
多
々
存
在
す
る
。
従
っ
て
、
直
接

に
原
文
書
を
閲
覧
し
た
い
場
合
に
は
佐
賀
県
立
図
書
館
な
ど
へ
出
向
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
う
そ
う
頻
繁
に
出
か
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
江
藤
文
書
を
何
と
か
活
字
化
し
、
座
右
に
置
い
て
お
き
た

い
も
の
だ
と
思
案
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
佐
賀
県
立
図
書
館
近
世
資
料
編
さ
ん
室

室
長
の
大
園
隆
二
郎
氏
が
編
者
の
考
え
に
賛
意
を
示
さ
れ
た
。
大
園
氏
日
く
、

「
薩
摩
・
長
州
・
土
佐
で
は
そ
れ
ぞ
れ
先
人
を
顕
彰
す
る
立
派
な
史
料
集
が
出

版
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
肥
前
に
は
そ
う
し
た
も
の
が
殆
ど
な
く
、

寂
し
い
思
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
是
非
と
も
江
藤
新
平
文
書
を
活
字
化
し
て
出

版
し
ま
し
ょ
う
」
と
。
そ
う
し
て
両
者
が
意
気
投
合
し
、
取
り
敢
え
ず
佐
賀
在

住
の
研
究
者
に
声
を
か
け
て
、
江
藤
新
平
文
書
研
究
会
を
発
足
さ
せ
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。
平
成
十
三
年
八
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　
幸
い
佐
賀
の
方
々
も
快
く
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
ま
た
県
立
図
書
館
の
全
面

的
な
協
力
を
得
て
、
文
書
閲
覧
及
び
研
究
会
会
場
利
用
に
も
便
宜
を
図
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
同
年
八
月
二
十
六
日
に
第
一
回
目
の
研
究
会
を

発
足
さ
せ
た
。
そ
う
し
て
一
二
ヶ
月
に
一
度
、
原
則
と
し
て
季
節
の
変
わ
り
目
の

最
終
日
曜
日
に
佐
賀
県
立
図
書
館
に
集
ま
っ
て
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
頃

ま
で
、
ひ
た
す
ら
江
藤
新
平
文
書
の
解
読
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
研
究
会



命

の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
編
者
を
除
い
て
次
の
通
り
で
あ
る
一
順
不
同
一
。

　
　
小
宮
睦
之
一
佐
賀
県
近
世
資
料
編
さ
ん
委
員
一
、
岩
松
要
輔
一
佐
賀
県
文
化
財

　
　
保
護
審
議
会
委
員
一
、
生
馬
寛
信
一
佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
教
授
一
、
羽
場

　
　
俊
秀
百
本
赤
十
字
愛
知
短
期
大
学
教
授
）
、
山
口
久
範
一
佐
賀
県
文
化
課
）
、

　
　
松
田
和
子
一
同
上
）
、
大
園
隆
二
郎
一
佐
賀
県
一
v
図
書
館
一
、
大
坪
芳
男
一
同

　
　
上
一
、
志
波
深
雪
（
同
上
）
、
辻
富
介
一
同
志
社
大
学
大
学
院
）

右
研
究
会
で
の
解
読
作
業
は
必
ず
し
も
快
調
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ

で
も
回
を
重
ね
る
ご
と
に
そ
れ
な
り
の
分
量
を
読
み
こ
な
し
、
私
の
研
究
室
所

属
の
院
生
、
星
原
大
輔
君
に
よ
る
ワ
ー
プ
ロ
打
ち
作
業
も
進
展
し
た
の
で
、
そ

ろ
そ
ろ
そ
の
一
端
を
活
字
化
し
、
先
学
諾
賢
の
ご
意
見
を
頂
戴
し
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
『
江
藤
新
平
関
係
文
書
』
一
北
泉
社
、

一
九
八
九
年
）
は
、
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
の
江
藤
文
書
以
外
に
、
更
に
江
藤

の
曾
孫
茂
国
氏
宅
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
二
二
〇
点
の
文
書
を
も
含
ん
で
い
る
の

で
、
当
初
、
両
者
を
併
せ
て
翻
刻
し
よ
う
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、

そ
の
後
、
佐
賀
県
立
博
物
館
そ
の
他
の
機
関
や
個
人
宅
に
も
関
係
文
書
が
所
蔵

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
今
回
の
翻
刻
で
は
と
り
あ
え
ず
佐
賀
県

立
図
書
館
所
蔵
の
も
の
に
限
り
、
順
次
、
他
機
関
や
個
人
宅
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
も
の
を
調
査
し
、
最
終
的
に
再
編
し
て
一
書
と
し
て
出
版
す
る
こ
と
と
し
た

次
第
で
あ
る
。

　
さ
て
、
『
佐
賀
県
明
治
行
政
資
料
目
録
・
江
藤
家
資
料
目
録
」
一
佐
賀
県
立
図

書
館
、
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
一
に
よ
れ
ば
、
佐
賀
県
立
図
書
館
に
は
江
藤
新
平

の
令
孫
江
藤
冬
雄
氏
宅
に
残
さ
れ
て
い
た
五
一
七
点
と
、
図
書
館
が
購
入
し
た

九
一
二
点
の
併
せ
て
一
四
二
九
点
の
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
同
図
書
館
で

整
理
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
回
の
翻
刻
に
当
た
っ
て
も
右
目
録
の
順

序
に
従
い
、
書
翰
を
先
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
各
書
翰
の
末
尾
に
付
し

た
、
囮
○
○
○
－
○
○
の
番
号
は
右
目
録
の
番
号
で
あ
る
。
ま
た
マ
イ
ク
ロ
フ

ィ
ル
ム
版
の
利
用
者
を
慮
っ
て
、
各
書
翰
の
通
し
番
号
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

版
の
番
号
に
従
っ
た
。

　
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
読
み
や
す
さ
を
第
一
に
考
え
、
適
宜
、
読
点
を
施
し
、

な
く
も
が
な
の
編
者
註
も
施
し
た
が
、
読
み
誤
り
や
曲
解
も
多
々
あ
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
大
方
の
御
批
正
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
一
平
成
十
五

年
四
月
九
日
一
。

秋
月
種
樹
書
翰

〔
明
治
六
年
〕
　
一
月
二
十
四
日

　
昨
年
在
院
中
二
於
テ
ハ
不
一
方
御
世
話
二
相
成
申
候
、
洋
航
前
御
礼
二
参
上

　
可
仕
鹿
、
取
込
其
儀
無
之
、
不
本
懐
千
萬
、
御
海
恕
可
被
下
候
、
拝

海
外
蹄
船
後
早
速
御
安
否
可
相
伺
筈
之
慮
、
俗
事
蠣
集
、
甚
御
無
音
申
上
、
不

本
懐
千
萬
存
申
候
、
燭
逸
二
寓
居
中
買
求
候
銅
板
索
佛
戦
図
式
枚
、
乍
麓
末
呈

左
右
候
、
海
外
寓
中
一
一
一
日
語
不
通
、
寸
験
モ
無
御
座
、
空
敷
國
財
ヲ
外
国
江
投
シ

候
儀
、
甚
不
本
意
故
、
欧
洲
各
国
瀞
歴
、
遂
二
米
国
江
渡
航
、
太
平
洋
ヨ
リ
帰

朝
仕
候
、

乍
序
一
事
御
尽
力
願
申
候
、
其
事
件
如
左



奮
縣
士
族
　
坂
田
　
潔

二
　
朝
倉
欽
吾
・
加
藤
久
世
書
翰
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右
人
物
及
ヒ
是
造
之
履
歴
功
績
等
委
細
、
丹
羽
敦
太
郎
江
御
尋
被
下
候
得
者
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
者
脱
カ
一

分
リ
申
候
、
何
卒
其
御
省
江
御
採
用
相
成
候
得
　
於
私
モ
深
感
侃
仕
候
、
丹
羽

氏
江
も
私
ヨ
リ
申
込
置
候
間
、
早
々
同
人
江
御
尋
問
、
成
功
相
成
候
儀
二
候

ハ
・
、
速
二
志
願
相
徹
候
様
、
呉
々
モ
御
尽
力
相
願
申
候
、
拝
顔
之
上
委
細
可

申
上
与
存
候
慮
、
其
儀
不
相
叶
故
、
以
書
中
大
略
申
上
候
、
又
後
参
上
委
細
御

話
可
申
候
、
早
々
已
上

　
　
一
月
廿
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
月
従
四
位

　
司
法
卿
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
一
六
㎝
圖
0
1
3
－
1
一

　
　
編
者
註

　
　
①
秋
月
種
樹
一
一
八
三
三
－
一
九
〇
四
一
は
日
向
国
高
鍋
藩
の
世
子
。
明
治

　
　
　
　
天
皇
の
侍
読
を
経
て
明
治
四
年
左
院
少
議
官
、
同
八
年
元
老
院
議
官
、
同

　
　
　
　
二
十
七
年
に
貴
族
院
議
員
。

　
　
②
坂
田
潔
二
八
四
五
－
一
八
七
七
）
は
高
鍋
藩
士
。
後
に
諸
潔
と
改
名
。

　
　
　
　
維
新
後
、
越
後
府
権
判
事
、
弾
正
台
権
少
忠
、
神
祇
官
大
史
を
歴
任
。
明

　
　
　
　
治
四
年
愛
宕
通
旭
事
件
に
座
し
て
獄
に
下
り
、
後
に
秋
月
家
の
家
令
、
同

　
　
　
　
九
年
鹿
児
島
県
第
十
大
区
福
島
地
長
。
同
十
年
の
西
南
の
役
に
参
加
し
て

　
　
　
　
処
刑
さ
れ
る
。

　
　
③
丹
羽
敦
太
郎
は
尾
張
藩
士
丹
羽
淳
太
郎
二
八
四
六
－
一
八
七
八
一
の
こ

　
　
　
　
と
か
。

〔
明
治
四
年
以
降
〕

一
巻
封
一
「
江
藤
様

八
月
十
二
日

　
　
朝
倉
欽
吾

金
澤
縣

　
　
加
藤
久
也

」
　
　
一
付
筆

＾
麹
カ
一

「
糊
町
七
丁
目
」

益
御
清
穆
奉
恭
賀
候
、
過
刻
茂
参
堂
、
御
参
朝
前
御
邪
魔
之
処
、
御
面
談
被
下

難
有
奉
萬
謝
候
、
其
節
入
高
覧
候
書
附
、
今
日
御
達
可
申
上
候
庭
、
彼
是
遅
刻

二
相
成
、
刻
限
者
御
定
も
御
坐
候
二
付
、
明
朝
御
達
可
申
心
得
二
御
坐
候
、
尚

又
宜
敷
御
取
斗
奉
願
候
、
以
上

　
　
八
月
十
二
日

編
者
註

①
朝
倉
欽
吾
一
一
八
二
九
－
一
八
七
九
一
、

　
　
二
年
十
月
に
金
沢
藩
大
属
。

②
加
藤
久
也
一
一
八
四
一
一
丁
一
八
九
九
一
、

　
　
子
前
旧
利
嗣
の
偉
を
経
て
金
沢
藩
大
属
。

三
　
足
立
忠
次
郎
書
翰

1
　
〔
慶
応
四
年
〕
七
月
二
十
五
日

　
　
　
　
「
江
藤
新
平
様

　
一
巻
封
一

　
　
　
　
蔦
團
右
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　
　
別
紙
御
用
書
入

一
一
枚
二
〇
㎝
　
囮
0
1
3
－
2
一

講
は
集
義
。
加
賀
藩
士
。

明
治

松
鳩
と
号
す
。
加
賀
藩
士
。

足
立
忠
次
郎
」

世



弘

拝
啓
、
一
昨
廿
三
日
夕
景
、
真
崎
金
銭
両
坐
へ
出
役
候
虚
、
捕
獲
方
少
々
齪
離

之
義
有
之
、
同
夜
未
明
迫
拭
目
待
之
候
得
と
も
、
終
二
報
国
隊
中
壱
人
も
参
着

無
之
、
不
得
止
真
崎
近
邊
へ
休
息
、
一
泊
罷
在
候
、
翌
廿
四
H
早
天
、
漸
報
国

隊
中
之
も
の
参
り
、
只
今
参
着
之
趣
申
来
候
間
、
則
當
手
右
直
二
真
崎
へ
出
向

候
慮
、
同
隊
中
懸
合
手
間
取
候
付
、
機
會
を
失
ひ
候
而
も
如
何
と
存
候
付
、
同

人
へ
懸
合
、
金
坐
中
へ
罷
越
、
隊
長
松
浦
某
等
へ
打
合
、
捕
獲
方
相
済
候
上
、

別
紙
書
面
之
通
取
調
向
取
斗
申
候
、
尤
捕
獲
方
手
問
取
候
上
、
諸
調
向
も
鹸
程

手
間
取
候
二
付
、
帰
路
晩
着
二
及
ひ
、
書
取
調
候
中
、
夜
分
二
至
り
候
二
付
、

登
　
営
も
仕
兼
候
、
今
朝
ハ
出
勤
仕
候
上
、
委
曲
之
事
情
可
申
上
儀
二
候
慮
、

別
紙
申
上
候
通
、
今
早
天
よ
り
解
封
、
直
二
製
造
二
取
掛
リ
候
二
付
、
今
口
も

多
分
出
勤
仕
兼
可
申
哉
も
難
斗
、
何
れ
今
明
日
中
、
以
間
登
　
城
也
昇
邸
也
い

た
し
候
上
、
萬
状
具
二
可
申
上
候
、
□
ハ
今
出
役
差
懸
り
前
、
勿
々
、
概
略
迫
如

此
御
坐
候
、
恐
僅
頓
首

　
　
七
月
廿
五
日

　
尚
々
池
田
君
へ
前
書
之
通
取
急
キ
中
、
打
合
も
達
不
申
、
直
二
尊
丈
様
へ
申

　
上
候
段
、
乍
悼
御
序
御
通
意
可
被
下
候
様
二
奉
希
候
、
萬
楮
期
拝
眉
候
、

　
早
々
、
已
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
九
㎝
団
O
1
3
－
3
）

　
　
編
者
註

　
　
①
足
立
忠
次
郎
は
『
明
治
初
期
官
員
録
・
職
員
録
集
成
」
一
柏
書
房
、
一
九

　
　
　
　
八
一
年
一
に
よ
れ
ば
、
慶
応
四
年
七
月
に
東
京
府
判
事
附
属
兼
応
接
、
明

　
　
　
　
治
一
止
几
年
十
二
月
に
貨
幣
司
知
司
事
、
次
い
で
金
銀
座
取
締
。
明
治
二
年
五

　
　
　
　
月
に
鉱
山
司
知
司
事
、
六
月
以
降
同
司
の
佐
渡
出
張
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
②
鴬
團
右
衛
門
一
一
八
二
二
－
一
八
七
四
一
は
佐
賀
藩
士
、
講
は
義
勇
。
慶

　
　
応
四
年
七
月
、
束
京
府
権
判
事
と
し
て
判
事
の
江
藤
新
平
と
一
緒
に
民
政

　
　
兼
会
計
を
担
当
、
十
二
月
に
は
江
藤
と
共
に
会
計
官
判
事
と
な
っ
て
い

　
　
る
。

③
真
崎
は
現
在
の
東
京
郁
荒
川
区
南
千
住
一
二
丁
目
辺
り
。
江
戸
本
町
一
丁
目

　
　
一
現
在
、
日
本
橋
本
石
町
一
二
丁
目
）
に
置
か
れ
て
い
た
金
座
が
安
政
五

　
　
一
一
八
五
八
一
年
十
一
月
に
焼
失
し
、
真
崎
に
あ
っ
た
鋳
銭
座
と
合
併
さ

　
　
れ
た
。

関
連
史
料

①
足
一
叱
忠
次
郎
及
び
金
銭
座
に
つ
い
て
は
、
囮
9
2
8
－
1
2
以
下
に
類
似
の

　
　
史
料
が
数
多
く
あ
る
。

〔
慶
応
四
年
〕

　
「
江
藤

　
　
蔦

七
月
二
十
五
日

両
君
　
　
　
　
足
立
拝
」

拝
具
、
今
朝
一
書
出
役
前
拝
呈
候
、
只
今
出
勤
、
則
解
印
製
造
方
二
為
取
懸

候
、
是
迫
一
日
二
五
干
両
ツ
・
吹
立
候
趣
二
候
間
、
先
ツ
是
迫
二
准
し
五
千
両

高
二
い
た
し
置
候
、
何
れ
追
々
多
分
御
吹
立
二
相
成
様
二
て
ハ
、
下
鐵
始
等
ヶ

取
調
候
上
、
沢
山
無
之
て
ハ
相
成
不
申
、
右
等
之
義
ハ
猶
追
々
相
伺
可
申
候
〇

一
昨
廿
三
日
、
召
連
人
従
者
多
キ
方
と
之
御
咄
二
付
、
侍
両
人
中
間
両
人
別
二

兼
々
探
索
二
付
、
金
坐
方
心
得
居
候
も
の
両
人
、
是
ハ
附
属
と
申
趣
二
て
召
連

申
候
、
尤
民
政
方
出
役
之
も
の
・
趣
二
申
置
候
、
今
朝
も
右
両
人
同
様
之
留
意

も
て
出
役
い
た
さ
せ
置
候
、
改
方
箇
所
多
二
て
、
一
々
小
生
見
廻
り
方
手
廻
り

兼
候
間
、
細
事
ハ
右
両
人
見
廻
り
之
方
二
い
た
し
置
候
、
且
右
同
勢
一
同
一
昨

廿
一
二
日
捕
獲
方
少
々
齪
齪
、
終
夜
相
見
不
申
、
真
崎
近
地
へ
一
泊
、
捕
獲
方
参
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着
次
第
、
機
會
を
失
ひ
不
申
、
取
調
二
取
懸
り
申
度
心
得
二
て
一
睡
も
不
仕
、

無
擦
徹
夜
挙
酒
杯
申
候
、
翌
朝
も
同
所
二
て
支
度
い
た
し
、
両
日
之
酒
飯
料
一
一
一

円
鯵
も
懸
り
居
申
候
、
右
ハ
小
生
方
不
都
合
よ
り
生
候
事
二
も
無
之
、
全
ク
捕

獲
方
之
齪
離
遅
滞
よ
り
生
し
、
小
生
手
も
為
夫
蹉
朕
い
た
し
、
終
二
一
昼
夜
真

崎
近
邊
へ
滞
泊
、
費
用
も
懸
り
候
事
二
付
、
少
々
な
か
ら
も
公
務
二
付
而
之
義

二
も
候
間
、
何
と
か
御
差
含
、
梯
方
と
か
内
用
金
と
か
申
趣
二
て
御
取
扱
相
成

候
事
二
も
候
哉
、
僅
々
た
る
事
二
而
も
全
ク
公
務
入
用
之
義
二
候
間
、
意
中
不

包
、
不
顧
偉
申
上
候
也
、
御
含
承
可
然
御
扱
之
程
奉
希
候
、
右
城
中
へ
一
書
差

出
候
義
も
御
坐
候
付
、
乍
序
御
内
々
申
上
候
、
頓
首

　
　
七
月
二
十
五
日

3
　
〔
慶
応
四
年
〕

七
月
一
一
十
九
日

一
巻
封
一
「
江
藤
様別

紙
入
用

足
立
忠
次
郎

」

（
一
枚
一
九
㎝
四
0
1
3
－
4
）

謹
啓
、
然
者
別
紙
と
も
伺
書
丼
届
書
と
も
差
上
申
候
、
伺
書
之
方
御
聞
済
二
而

可
然
哉
二
も
奉
存
候
、
猶
拝
眉
可
申
上
候
、
扱
明
日
ハ
所
謂
八
朔
二
御
坐
候
、

然
ル
ニ
是
ハ
奮
幕
之
風
習
よ
り
来
り
候
事
な
か
ら
、
是
迫
ハ
佳
節
二
准
、
天
下

公
行
二
心
得
居
候
故
、
座
方
之
も
の
も
一
同
、
休
日
之
義
如
何
可
仕
哉
之
旨
伺

出
候
、
尤
御
一
新
前
ハ
佳
節
ハ
前
日
當
日
と
両
日
休
日
二
有
之
候
鹿
、
御
一
新

後
ハ
節
句
之
當
日
一
日
之
休
日
と
申
事
二
相
成
候
趣
、
是
ハ
尤
之
事
と
存
候
、

右
節
句
二
准
シ
、
矢
張
明
日
一
日
休
日
二
い
た
し
可
申
哉
、
又
者
平
日
之
通
二

相
心
得
、
矢
張
出
役
吹
立
方
い
た
し
可
申
哉
奉
伺
候
、
御
沙
汰
被
下
度
候
、

○
諸
帳
面
類
始
調
向
、
後
藤
吉
五
郎
始
坐
方
一
同
、
昨
日
黄
昏
辿
も
取
調
居
候

得
と
も
、
未
た
調
上
り
二
相
成
不
申
、
少
々
延
引
之
義
断
り
申
聞
候
、
尤
急
速

取
調
候
様
ニ
ハ
談
し
置
候
、
今
明
日
中
ニ
ハ
調
出
し
可
申
存
候
、

右
之
外
色
々
伺
度
義
も
候
得
と
も
、
先
ツ
差
當
り
明
八
朔
之
義
御
坐
候
付
、
一

併
差
出
し
申
候
、
可
然
御
沙
汰
被
下
度
候
、
早
々
、
頓
首
拝

　
　
七
月
廿
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
九
㎝
団
0
1
3
i
5
一

　
　
編
者
註

　
　
①
　
後
藤
吉
五
郎
は
江
戸
時
代
最
後
の
御
金
改
役
。
倒
幕
後
も
新
政
府
の
下
で

　
　
　
　
「
貨
幣
取
調
方
附
属
」
と
し
て
職
務
に
従
事
し
て
い
た
一
『
□
本
貨
幣
史
」

　
　
　
　
財
政
経
済
学
会
、
大
正
十
二
年
四
月
、
九
八
頁
以
下
参
照
一
。

4
　
〔
慶
応
四
年
〕

七
月
一
一
十
九
日

　
　
添
書

昨
日
當
局
右
金
五
千
両
、
百
文
銭
五
千
両
合
壱
万
両

静
寛
宮
御
仕
向
金
差
出
候
様
二
と
の
御
紙
面
之
趣
、
御
委
承
仕
候
、
受
取
人
罷

出
次
第
、
相
渡
し
可
申
候
、
右
御
受
追
申
上
置
候
、
已
上

　
　
七
月
廿
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
次
郎
拝

　
　
　
　
民
政
局

　
　
　
　
　
判
事

　
　
　
　
　
　
　
御
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
一
九
㎝
団
0
1
3
－
6
）

　
　
編
者
註



“

静
寛
宮
は
故
徳
川
家
茂
夫
人
の
親
子
内
親
王
（
一
八
四
六
－
一
八
七
七
）
。

幼
名
和
宮
。
家
茂
没
後
、
薙
髪
し
て
静
寛
院
宮
と
称
し
、
江
戸
開
城
の
後

は
清
水
邸
に
住
し
て
い
た
。

5
　
〔
慶
応
四
年
〕

七
月
二
十
九
日

　
　
小
子
歎
願
書

過
日
来
鎗
分
二
人
員
召
連
等
始
、
内
外
何
角
失
費
も
有
之
、
素
右
貧
生
頗
窮
し

申
候
、
勿
論
公
務
二
付
而
之
入
用
有
之
候
義
二
付
、
内
緒
金
二
而
も
御
取
扱
被

下
候
儀
ハ
相
成
申
間
敷
哉
、
池
田
子
之
金
満
家
と
ハ
勿
同
一
様
ノ
看
二
御
座

侯
、
ケ
様
之
儀
、
賢
兄
へ
申
上
候
ハ
甚
恐
縮
之
至
、
且
汗
顔
之
次
第
ニ
ハ
候
得

と
も
、
前
後
種
々
臨
時
用
も
生
し
申
候
、
西
城
側
出
勤
と
も
違
、
外
間
へ
之
勤

務
ハ
、
少
し
振
合
も
か
は
り
居
候
付
、
右
之
談
歎
願
仕
候
義
二
御
坐
候
、
よ
ろ

し
く
御
欄
察
被
下
、
賢
兄
御
含
二
て
御
扱
之
程
奉
希
候
、
右
歎
願
如
此
御
坐

侯
、
頓
首
百
拝

　
　
七
月
廿
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
次
郎
拝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
九
㎝
囮
0
1
3
－
7
一

　
　
編
者
註

　
　
①
池
田
と
は
慶
応
四
年
七
月
当
時
、
「
大
総
督
府
応
接
方
兼
帯
」
で
あ
っ
た

　
　
　
　
池
田
庄
三
郎
の
こ
と
か
。
後
出
七
「
池
田
庄
一
二
郎
書
翰
」
参
照
。

6
　
〔
慶
応
四
年
〕

八
月
七
日

塞
封
一
「
江
藤
新
平
様

足
立
忠
次
郎
」

拝
啓
、
昨
日
ハ
昇
堂
候
慮
、
嶋
君
宅
二
お
ゐ
て
御
馳
走
、
難
有
奉
謝
候
、
其
節

差
上
候
書
類
、
別
口
六
万
両
鎗
之
分
ハ
申
上
置
候
通
、
御
一
胸
二
御
収
置
可
被

下
候
、
非
常
入
用
と
歎
、
又
ハ
國
家
之
大
事
二
臨
時
用
ひ
方
二
備
置
度
心
組
二

御
坐
候
間
、
其
思
召
二
被
成
下
度
候
、
決
而
平
常
一
通
リ
之
事
ニ
ハ
用
ひ
不

申
、
万
々
御
承
知
置
之
義
奉
希
侯
、
常
用
ハ
當
時
有
高
金
銭
共
二
て
十
万
両
鎗

有
之
候
内
、
右
二
て
相
弁
し
、
追
々
廣
大
二
い
た
し
度
候
、
昨
日
七
千
両
吹

立
、
今
日
壱
万
両
出
来
申
候
、
且
昨
書
二
有
之
一
寸
申
上
候
通
、
金
銀
目
も

追
々
吹
立
二
相
用
申
度
、
其
中
大
六
ぢ
下
金
も
相
廻
り
可
申
侯
、
約
定
芽
不
日

二
数
百
萬
金
製
造
い
た
し
候
心
組
二
候
、
必
定
出
来
申
候
、
右
等
之
義
始
、
其

他
伺
度
義
も
品
々
有
之
、
何
れ
両
三
日
中
、
又
々
参
殿
之
節
、
万
緒
可
申
上

候
、
乍
偉
嶋
君
へ
も
御
序
之
節
可
然
御
通
聲
奉
希
候
、
出
役
中
寸
楮
申
上
度
、

如
此
御
坐
候
、
勿
略
、
頓
首
不
念

　
　
八
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
九
㎝
四
0
1
3
－
8
）

7
　
〔
慶
応
四
年
〕

八
月
七
目
　
．

一
巻
封
一
「
江
藤
新
平
様當

用

足
立
忠
次
郎
　
　
一
封
裏
一

　
　
　
　
　
」

「
大
楯
建
持
参
」

拝
啓
、
然
ハ
此
大
楯
建
と
申
人
、
小
生
従
来
懇
志
之
も
の
二
御
坐
候
処
、
今
般

別
冊
建
白
い
た
し
度
旨
談
二
御
坐
候
、
至
當
之
議
論
と
小
生
ハ
存
し
申
候
、
右

二
付
民
政
所
之
衆
へ
面
談
、
篤
与
事
情
を
も
貫
徹
い
た
し
度
趣
二
付
、
長
谷
川

君
こ
と
も
存
候
得
と
も
、
國
家
之
大
誰
よ
り
時
勢
之
事
情
洞
察
候
衆
二
無
之
候
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て
ハ
、
當
人
之
誠
意
も
貫
キ
不
申
哉
と
存
候
付
、
盟
兄
へ
向
ケ
同
人
差
出
し
申

侯
、
御
面
話
被
下
、
當
人
之
篤
志
を
も
御
聞
取
被
下
度
奉
希
候
、
何
れ
も
國
家

至
急
之
義
二
付
、
御
採
用
可
相
成
次
第
二
候
ハ
・
、
早
々
長
谷
川
君
其
他
へ
も

御
討
論
之
段
ヲ
、
小
生
右
も
奉
御
希
候
、
右
申
上
度
、
句
々
如
此
御
坐
侯
、
頓

首　
　
八
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
一
九
㎝
囲
O
1
3
－
9
一

　
　
編
者
註

　
　
①
大
楯
建
は
上
野
国
新
田
郡
出
身
の
大
館
謙
三
郎
一
一
八
二
四
－
一
八
七

　
　
　
　
五
一
。
明
治
元
年
十
二
月
の
官
員
録
に
鞠
獄
司
判
司
事
と
し
て
名
が
見
え

　
　
る
。
後
に
上
野
岩
鼻
県
権
判
県
事
。

②
長
谷
川
は
長
谷
川
二
右
衛
門
。
東
京
鎮
将
府
会
計
局
判
事
。

関
連
史
料

①
四
9
0
0
－
1
1
「
内
密
演
舌
書
取
」

②
『
明
治
建
白
書
集
成
」
第
一
巻
一
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
九
六
頁
以

　
　
下
一
に
慶
応
四
年
七
月
、
大
楯
建
・
宮
田
勉
連
名
の
「
江
戸
入
府
二
付
諸

　
　
政
建
一
一
一
一
□
」
が
あ
る
。

8
　
〔
慶
応
四
年
〕

一
巻
封
一

八
月
＝
十
四
日

「
江
藤
様
　
　
足
立
拝

　
　
内
中
　
　
　
　
」

　
　
口
上

過
日
奉
願
置
候
一
条
、
如
何
之
御
都
合
二
相
成
居
候
哉
、

是
恐
縮
至
極
之
義
ニ
ハ
候
得
と
も
、

御
内
慮
奉
伺
度
、

彼

盟
豪
へ
甘
へ
奉
依
頼
候
、
御
模
様
御
示
し
被
下
度
奉
御
願
候
、

上
候
、
頓
首
々
々
、
程
言

　
　
八
月
二
十
四
日

9
　
〔
慶
応
四
年
〕

一
巻
封
；
御
内
見
可
被
下
候
　
忠
次
郎
拝
」

一
一
枚
一
九
㎝

萬
緒
拝
謁
可
申

忠
次
郎
拝

四
0
1
3
－
1
0
）

　
　
添
書

内
啓
、
昨
夕
一
寸
御
内
話
も
御
坐
候
小
生
内
用
金
と
か
何
と
か
申
も
の
、
御
渡

し
方
偏
二
奉
希
候
、
実
二
彼
是
と
入
用
も
御
坐
候
、
い
か
程
金
銀
中
二
埋
没
候

と
も
、
寸
銭
片
金
二
も
汚
れ
不
申
候
得
と
も
、
実
地
公
務
向
二
入
用
之
義
ハ
不

顧
悌
申
上
候
、
其
邊
之
小
生
心
事
、
御
照
察
御
尽
意
奉
希
候
、
當
今
ち
と
困
り

申
候
内
、
奉
歎
願
候
也
、
御
欄
察
可
被
下
候
、
書
外
近
日
昇
邸
之
節
萬
情
可
申

尽
侯
、
又
、
頓
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
九
㎝
囮
0
1
3
－
1
1
）

四
　
有
馬
頼
成
書
翰

〔
明
治
六
年
〕
四
月
十
二
日

華
墨
添
拝
諦
、
益
御
安
清
奉
賀
候
、

陳
考
、
過
日
磯
部
始
ヲ
以
相
司
萸
事
牛
、



α

具
サ
ニ
御
示
被
下
、
千
萬
添
奉
萬
謝
候
、
同
人
右
も
申
上
置
候
山
田
武
雄
身
分

之
義
、
何
分
二
も
御
擢
挙
之
程
萬
々
御
依
頼
申
上
候
、
先
者
貴
答
填
如
斯
御

坐
候
也

　
四
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
大
教
正
頼
成

　
司
法
卿
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
二
九
㎝
　
団
0
1
3
1
1
2
）

　
　
編
者
註

　
　
①
有
馬
頼
威
一
一
八
一
一
八
－
一
八
八
二
、
は
じ
め
名
は
慶
頼
。
明
治
四
年

　
　
　
　
七
月
ま
で
久
留
米
藩
知
事
。

　
　
関
連
史
料

　
　
①
後
出
一
四
「
磯
部
始
書
翰
」
参
照
。

五
　
飯
田
圭
介
書
翰

九
月
二
十
五
日

一
巻
封
一
て
帥
蘇
新
平
様

　
　
　
　
　
　
　
席
皮
下

忠
五
郎
志
願
之
儀
御
高
覧
之
上
、

も
昇
堂
兼
奉
願
之
慮
、
風
邪
妾
、

候
、
恐
々
敬
白

　
　
九
月
廿
五
日

飯
田
圭
介
」

萬
端
御
差
含
之
程
、
伏
而
奉
希
上
候
、
野
生

乍
恐
縮
奉
愚
書
、
不
悪
御
賢
慮
被
遊
可
被
下

一
一
枚
一
六
㎝
囮
0
1
3
－
1
3
）

六
　
池
田
詞
書
翰

十
一
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
上
之
覚

益
御
機
嫌
克
被
遊
御
座
奉
恐
悦
候
、
過
日
楮
下
迫
推
参
仕
候
鹿
、
御
外
出
之
由

相
伺
、
帰
宅
仕
候
、
不
日
御
在
館
之
節
参
上
、
御
容
躰
可
奉
伺
候
、
此
品
時
下

御
見
舞
申
上
候
験
道
二
献
上
仕
候
、
御
晒
留
被
成
下
置
候
様
、
奉
糞
上
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恐
々
頓
首

　
　
十
一
月
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
詞

　
江
藤
様

　
　
　
侍
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
枚
一
九
㎝
囲
0
1
3
1
1
4
一

　
　
編
者
註

　
　
①
池
田
詞
は
後
出
七
の
池
田
庄
一
二
郎
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。

2
　
＋
一
月
十
四
日

過
日
者
蒙
　
御
懇
詞
、
誠
以
難
有
仕
合
奉
存
候
、
御
鴻
恩
肝
銘
終
身
忘
却
不
仕

候
、
私
身
分
取
扱
者
送
籍
前
二
付
、
木
更
津
縣
二
而
進
退
可
仕
旨
、
其
程
奉
申

上
置
候
鹿
、
別
紙
建
白
、
同
縣
出
張
所
江
昨
日
指
出
、
大
蔵
省
江
進
達
相
頼
候

処
、
願
濟
之
上
者
送
籍
前
二
而
茂
東
京
府
貫
属
之
心
得
二
而
、
同
府
江
可
差
出

旨
申
聞
御
座
候
二
付
、
東
京
府
戸
籍
掛
江
進
達
落
手
二
相
成
申
候
二
付
、
万
一

御
沙
汰
茂
被
下
置
候
節
者
、
東
京
府
江
御
達
奉
願
候
、

右
建
白
之
罵
奉
供
　
電
覧
候
、
誠
恐
頓
首
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七
　
十
一
月
十
四
日

江
藤
様

池
田
庄
三
郎
書
翰

慶
応
四
年
八
月

池
田
訓

一
一
枚
二
〇
㎝
　
囮
0
1
3
－
1
5
一

神
奈
川
裁
判
所
江
吹
立
可
遣
壱
分
銀
之
儀
二
付
、
座
方
年
寄
共
相
尋
候
慮
、
別

紙
之
通
申
立
、
右
者
元
来
神
奈
川
方
よ
り
洋
銀
差
越
、
其
侭
壱
分
銀
二
吹
立
被

遣
候
約
定
之
慮
、
先
般
浅
香
綱
次
郎
、
上
原
十
助
取
計
二
而
、
彼
地
ヨ
リ
差
越

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
マ
マ
一

候
洋
銀
を
以
、
唐
銀
或
者
亜
銀
買
入
、
右
銀
江
差
物
致
シ
征
劣
之
壱
分
銀
吹

立
遣
侯
庭
、
右
者
不
都
合
之
取
計
二
付
、
此
度
改
正
い
た
し
、
約
定
之
通
、
洋

銀
を
以
壱
分
銀
吹
立
可
遣
之
処
、
前
書
之
通
彼
方
右
差
送
リ
候
洋
銀
之
内
、
唐

銀
亜
銀
買
入
代
二
相
沸
候
二
付
、
可
吹
立
洋
銀
、
夫
丈
不
足
相
立
候
間
、
無
擦

右
買
入
之
唐
銀
亜
銀
江
銅
ヲ
さ
し
、
洋
銀
同
位
二
い
た
し
、
壱
分
銀
吹
立
、
彼

　
　
　
　
　
　
　
一
マ
マ
一

方
右
是
迫
受
取
侯
之
丈
相
渡
、
其
後
之
所
者
差
越
候
洋
銀
を
以
吹
立
可
遣
与

奉
存
候
間
、
一
時
約
定
与
者
違
候
得
共
、
外
二
可
取
計
手
段
無
御
座
候
間
、
此

段
奉
申
上
候

　
　
辰
八
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
庄
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
二
〇
㎝
　
団
0
1
3
－
1
6
一

　
　
編
者
註

　
　
①
池
田
庄
三
郎
は
、
浜
松
の
豪
商
で
、
報
国
隊
結
成
に
際
し
て
資
金
を
調

　
　
　
　
達
、
東
征
大
総
督
に
従
っ
て
参
謀
方
を
勤
め
た
。
慶
応
四
年
七
月
に
は
大

総
督
府
応
接
方
兼
柑
で
あ
っ
た
。

浅
香
綱
次
郎
、
上
原
十
助
は
大
坂
貨
幣
司
の
判
事
。

〔
慶
応
四
年
〕
八
月
六
日

（
巻
封
一

「
江
藤
様
　
池
田
庄
三
郎

　
　
研
ド
　
　
　
　
　
」

快
晴
御
同
慶
仕
候
、
升
々
御
勇
壮
被
遊
御
座
、
恐
悦
奉
賀
上
候
、
然
者
昨
日
差

上
置
候
書
面
之
儀
二
付
、
今
日
以
参
可
奉
伺
之
処
、
朝
右
両
座
之
儀
二
付
、
来

客
区
々
、
只
今
方
右
銀
座
江
出
席
之
都
合
二
相
成
、
参
殿
仕
兼
候
、
明
朝
者
必

参
上
可
奉
伺
候
、
右
延
引
之
始
末
奉
申
上
度
捧
寸
楮
候
、
頓
首
百
拝

　
　
仲
秋
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
九
㎝
団
1
0
3
－
1
7
一

〔
慶
応
四
年
〕
九
月
十
六
日

一
巻
封
一
「
江
藤
様

池
田
庄
一
二
郎
」

升
々
御
機
嫌
克
被
遊
御
起
居
、
奉
大
壽
候
、
然
者
旧
同
藩
高
橋
留
三
郎
兼
々
蝦

夷
地
二
罷
在
候
、
先
日
手
製
之
趣
二
而
塩
鮭
送
越
候
間
、
二
尾
奉
献
候
、
遠
来

之
品
二
御
座
候
間
、
御
目
二
掛
候
、
御
晒
留
被
下
候
ハ
・
、
同
人
も
大
慶
二
可

奉
存
候
、
頓
首

　
　
九
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
九
㎝
団
0
1
3
－
1
8
一



八

池
辺
藤
左
衛
門
書
翰

〔
明
治
元
年
〕
十
一
月
七
日

一
巻
封
一
「
江
藤
五
位
殿

池
辺
五
位
」

拝
呈
仕
候
、
好
天
気
御
同
慶
奉
存
候
、
御
不
快
愈
御
平
快
奉
賀
候
、
然
者
小
生

義
今
日
右
東
久
世
卿
・
宇
和
島
議
定
一
同
、
外
國
官
二
會
し
横
濱
江
参
候
様
三

条
公
被
　
仰
付
候
、
右
二
付
帰
府
道
之
慮
萬
事
御
依
頼
申
上
置
候
、
且
又
筆
生

下
村
八
郎
・
商
法
司
西
村
勘
六
同
伴
い
た
し
度
、
此
段
御
承
知
置
可
被
下
候
、

過
日
申
付
候
商
法
取
締
等
之
義
も
未
行
届
兼
候
条
、
是
又
可
然
御
取
扱
可
被
下
・

候
、
吹
田
四
郎
兵
衛
・
安
藤
行
蔵
両
人
右
申
上
候
次
第
も
可
有
御
座
、
宜
御
取

捨
可
被
下
様
存
候
、
右
之
段
如
此
御
坐
候
、
頓
首
拝

　
　
十
一
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
邊

　
江
藤
大
人
閣
下

　
　
尚
々
島
氏
一
統
江
可
然
奉
頼
候

（
裏
書
、
異
筆
一

一
、
庶
務
方

一
、
出
納
方

一
、
社
寺
方

（
一
枚
一

八

㎝

囮
0
1
3
－
1
9
一

編
者
註

①
池
辺
藤
左
衛
門
二
八
一
九
－
一
八
九
四
一
は
柳
川
藩
十
。
徴
士
、
会
計

　
　
事
務
局
権
判
事
、
金
銀
座
取
締
並
為
替
方
御
用
を
経
、
慶
応
四
年
閏
四
月

④③

に
会
計
官
判
事
。

東
久
世
卿
は
当
時
、
中
納
一
一
一
胃
で
議
定
の
東
久
世
通
穂
一
一
八
三
三
－
一
九

二
一
）
。

宇
和
島
議
定
は
宇
和
島
藩
主
の
伊
達
宗
城
二
八
一
八
－
一
八
九
二
一
。

三
条
公
は
当
時
、
右
大
臣
で
議
定
の
三
条
実
美
（
一
八
三
七
－
一
八
九

一
一
。

九
　
鯨
井
八
郎
書
翰

慶
応
四
年
八
月

奉
歎
願
候

■
條
殿
御
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯨
井
八
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
五
拾
才

右
者
川
船
方
取
締
り
頭
取
役
今
般
奉
願
度
、
右
御
場
所
被
仰
付
被
下
置
候

ハ
・
、
江
戸
井
在
々
之
川
船
御
年
貢
上
納
之
儀
者
不
及
申
上
二
、
御
極
印
無
之

川
船
所
持
仕
候
者
多
分
二
有
之
候
二
付
、
右
等
之
処
夫
々
江
出
役
仕
、
篤
与
取

調
仕
候
ハ
・
、
年
分
之
御
益
不
少
候
二
付
、
何
卒
、
．
川
船
方
役
所
取
締
り
役
被

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
マ
マ
一

仰
付
被
下
置
候
ハ
・
、
骨
折
出
情
御
奉
公
可
仕
候
間
、
此
段
御
執
成
被
仰
上

可
被
下
候
様
奉
願
上
候
、
以
上

　
辰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
條
殿
御
内

　
　
八
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯨
井
八
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
一
八
㎝
囮
0
1
3
－
2
0
一



江藤新平関係文書71

○
　
石
川
又
太
郎
書
翰

〔
明
治
六
年
〕
一
月
一
日

改
春
之
御
吉
慶
不
可
有
蓋
期
御
座
候
、

御
惣
容
様
益
御
機
嫌
克
被
遊
御
超
歳
、

可
奉
申
上
、
奉
捧
愚
札
如
斯
御
座
候
、

謹
言　

一
日

江
藤
司
法
卿
様

　
御
参
政
中
様

　
　
　
　
御
披
露

2
　
〔
明
治
六
年
〕

一
月
七
日

先
以
恐
悦
至
極
奉
存
候
、
右
年
始
御
祝
詞
為

御
序
之
醐
宜
御
披
露
奉
願
上
候
、
恐
僅

・
枚
一
六
㎝

石
川
又
太
郎

　
義
形
一
花
押
一

団
0
1
3
！
2
1
一

一
筆
奉
啓
上
候
、
甚
寒
之
醐
御
座
候
得
共

御
惣
容
様
益
御
機
嫌
克
被
遊
御
座
、
恐
悦
至
極
奉
存
候
、
右
寒
中
為
可
奉
窺
御

機
嫌
、
奉
捧
愚
札
如
斯
御
座
候
、
御
序
之
御
宜
御
披
露
奉
願
上
候
、
恐
僅
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
又
太
郎

　
　
一
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
形
一
花
担

　
江
藤
司
法
卿
様

　
　
御
参
政
中
様

　
　
　
　
　
御
披
露

3
　
〔
明
治
六
年
〕
一
月
七
日

二
枚
一
六
㎝

四
〇
1
3
－
2
2
一

　
　
乍
恐
口
上
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壷
ご

去
ル
辰
年
厚
蒙
御
懇
命
、
宜
加
至
極
無
此
上
、
重
畳
難
有
仕
合
二
奉
存

　
　
一
明
治
、
、
一
年
一

候
、
　
午
　
二
月
帰
宅
仕
候
、
去
暮
よ
り
傷
寒
相
煩
ひ
、
今
二
病
床
二
罷
在
、

追
々
全
快
二
相
成
可
申
候
、
乍
恐
為
国
家
、
蒼
海
之
一
粟
実
行
相
建
度
、
昼
夜

至
願
罷
在
候
、
幕
習
未
除
、
乍
恐
概
然
候
事
ト
奉
存
候
、
不
快
乱
筆
、
多

罪
々
々
、
百
拝

　
　
一
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
又
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
六
㎝
囮
O
1
3
－
2
3
）

4
　
〔
明
治
六
年
〕

四
月
十
七
日

謹
而
奉
一
書
侯
、
時
下
春
光
相
促
候
処
、
御
惣
容
様
益
御
機
嫌
克
被
遊
御
座
、

恐
悦
至
極
二
奉
存
候
、
右
御
機
嫌
之
程
奉
窺
度
、
奉
捧
愚
札
如
斯
御
座
候
、
御

序
之
醐
御
披
露
奉
願
上
候
、
恐
僅
百
拝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
又
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
形
一
花
押
一

　
　
四
月
十
七
日

　
江
藤
司
法
卿
様

　
　
　
御
執
事
様

　
　
　
　
　
御
披
露

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
六
㎝
囲
0
1
3
－
2
4
）



　
5
　
四
月
十
八
日

　
　
乍
恐
口
上
覚

先
年
厚
蒙
御
懸
命
、
無
此
上
重
畳
、
難
有
仕
合
二
奉
存
候
、
私
義
も
御
國
恩
之

為
犬
馬
之
御
用
相
勤
度
、
蒼
海
之
一
粟
御
恩
ヲ
奉
報
度
、
乍
去
天
性
愚
鈍
之
性

質
二
者
候
得
共
、
壮
年
右
藤
田
虎
之
介
之
門
二
入
、
教
誠
も
請
候
問
、
斯

御
維
新
之
秋
二
空
ク
傍
看
も
難
忍
、
四
方
之
風
聞
、
聴
諾
藩
之
漂
動
、
真
の
探

索
方
等
之
御
用
向
に
而
も
、
先
御
試
ミ
ニ
御
仰
付
被
下
置
度
奉
懇
願
候
、
一
躰

深
川
様
右
も
可
奉
願
上
候
慮
、
深
川
様
御
宿
所
不
相
分
候
、
乍
恐
奉
一
一
一
日
上
候
、

先
年
坂
本
三
郎
父
赤
井
厳
三
之
弟
子
二
も
相
成
候
間
、
私
身
分
ハ
坂
本
三
郎
い

さ
ゐ
承
知
仕
候
、
此
段
奉
願
上
候
、
御
序
之
醐
宜
御
取
結
被
仰
上
被
下
置
候

様
、
伏
而
奉
懇
願
候
、
恐
僅
百
拝

　
　
四
月
十
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
義
形

　
御
執
事
中
様

　
　
　
御
披
露

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
六
㎝
四
〇
1
3
1
2
5
）

　
　
編
者
註

　
　
①
　
藤
H
虎
之
介
は
水
戸
の
藤
田
東
湖
一
一
八
〇
六
－
一
八
五
五
一
。

　
　
②
深
川
と
は
、
佐
賀
藩
士
で
鍋
島
家
家
扶
の
深
川
亮
蔵
二
八
二
二
－
一
九

　
　
　
　
〇
二
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　
③
赤
井
厳
三
は
高
松
藩
儒
の
赤
井
東
海
一
一
七
八
七
｛
一
八
六
三
。

　
6
　
七
月
二
十
五
日

謹
而
奉
一
書
候
、
甚
暑
之
醐
、
　
御
館
様
益
御
機
嫌
克
被
遊
御
座
奉
恐
悦
候
、

右
暑
中
御
機
嫌
之
程
奉
伺
度
、
奉
捧
愚
毫
如
斯
二
御
座
候
、
御
序
之
醐
宜
御
披

露
奉
願
上
候
、
恐
僅
誠
慢
、
百
拝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
又
太
郎

　
　
七
月
二
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
形
禿
押
一

　
江
藤
様

　
　
御
執
事
様

　
　
　
　
御
披
露

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
枚
一
六
㎝
囲
0
1
3
－
2
6
一

　
7
　
明
治
六
年
一
月
七
日

　
　
一
包
紙
表
一
「
東
京
府
虎
之
御
門
内
　
　
　
　
　
　
　
従
野
州

　
　
　
　
　
　
　
江
藤
司
法
卿
様
　
　
　
　
　
　
石
川
又
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
政
中
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
披
露
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
一
包
紙
塞
「
酉
一
月
七
日
印
封
　
賃
済

　
　
　
　
　
　
　
　
〆

　
　
　
　
　
　
至
急
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
阿
部
カ
」

　
　
一
附
警
「
麹
町
七
丁
目
元
何
都
邸
御
座
候
由

　
　
　
　
　
　
一
月
十
一
日
配
達
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
平
吉
」

二
枚
口
一

栃
木
縣
輻
轄
所
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下
野
国
都
賀
都
古
宿
村

栃
木
駅
ヨ
リ
北
江
二
里
半

　
　
農
石
川
小
弥
八
實
父

　
　
主
税
事

　
　
　
　
　
石
川
又
太
郎

（
、
一
枚
目
一

栃
木
縣
支
配
所

　
下
野
国
都
賀
郡
西
方
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
古
宿
村

　
　
｛
大
〕

第
一
第
厘
ノ
小
ノ
七
唾

　
　
　
　
　
　
　
農
石
川
小
弥
八
父

　
　
　
　
　
　
　
石
川
又
太
郎

東
京
6
二
十
五
里
北
、
栃
木
左
ニ
リ
北

（
二
枚
一
六
㎝
　
囮
0
1
3
－
2
7
）

何
レ
両
三
中
ニ
ハ
拝
謁
可
奉
願
、

　
　
七
月
廿
五
日

此
段
宜
御
海
函
奉
願
上
侯
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
一
九
㎝
団
0
1
3
－
2
8
）

編
者
註

①
石
川
倫
弘
は
真
宗
僧
侶
の
石
川
舜
台
一
一
八
四
二
－
一
九
一
二
一
。
光
榮

　
　
は
東
本
願
寺
第
二
十
一
代
法
主
の
子
で
、
明
治
五
年
九
月
、
石
川
舜
台
一

　
　
松
本
白
華
ら
と
渡
欧
、
翌
年
七
月
に
帰
朝
し
て
教
団
機
構
の
整
備
に
尽
力

　
　
し
た
。

二
　
伊
地
知
正
治
書
翰

〔
明
治
五
年
〕
四
月
二
十
四
目

蕃
篁
「
高
崎
中
議
官

　
　
　
　
　
　
　
閣
下

伊
地
知
正
治

御
親
展
　
　
」

73

石
川
倫
弘
書
翰

七
月
一
一
十
五
日

　
　
一
巻
封
一
「
江
藤
殿
下
　
　
　
　
石
川
倫
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
侍
史
御
中
　
　
　
　
拝
上
」

暑
中
益
御
多
祥
奉
欽
賀
候
、
随
而
光
螢
儀
、
今
明
日
之
中
出
頭
、

願
置
候
由
二
御
坐
候
得
共
、
昨
夜
来
中
暑
困
臥
罷
在
候
二
付
、

拝
謁
可
仕
旨

出
頭
仕
兼
候
、

本
日
所
努
二
付
不
参
御
屈
申
上
候
、
實
ハ
足
痛
二
付
、
両
日
中
参
朝
無
覚
束

候
間
、
可
然
諸
先
生
へ
御
取
成
し
奉
願
上
候
、
別
紙
卒
爾
之
至
候
得
共
、
是
非

共
今
日
中
正
院
へ
御
差
出
被
下
度
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
中
四
月
廿
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
枚
一
七
㎝
団
0
1
3
－
2
9
）

　
　
編
者
註

　
　
①
伊
地
知
正
治
（
一
八
二
八
－
一
八
八
六
一
は
薩
摩
藩
士
。
明
治
五
年
二
月

　
　
　
　
に
大
議
官
兼
教
部
省
御
用
掛
、
同
年
五
月
に
左
院
副
議
長
。

　
　
②
高
崎
中
議
官
は
、
薩
摩
藩
士
の
高
崎
五
六
（
一
八
三
六
－
一
八
九
六
）
。



μ

明
治
五
年
四
月
九
日
に
中
議
官
兼
教
部
省
御
用
掛
。

二
二
　
井
関
斎
右
衛
門
書
翰

　
1
　
〔
明
治
六
年
〕
六
月
十
三
日

　
　
一
巻
封
一
「
江
藤
新
平
殿
　
井
関
斎
右
衛
門
」

今
朝
申
進
候
印
税
融
通
之
儀
、
御
評
決
相
成
候
哉
、
明
朝
出
立
之
手
都
合
も
有

之
候
二
付
、
卸
莫
様
卸
報
御
申
越
有
之
候
様
い
た
し
度
、
此
段
可
得
御
意
、
如

斯
御
座
候

　
　
六
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
一
八
㎝
囲
0
1
3
－
3
0
一

　
　
編
者
註

　
　
①
井
関
斎
右
衛
門
は
字
和
島
藩
士
の
井
関
盛
艮
一
一
八
三
一
二
－
一
八
九
〇
一
。

　
　
　
　
明
治
元
年
二
月
に
外
国
事
務
局
判
事
、
同
二
月
横
浜
駐
在
、
明
治
二
年
四

　
　
　
　
月
神
奈
川
県
知
事
を
兼
ね
、
同
年
七
月
外
務
大
丞
、
明
治
三
年
十
月
神
奈

　
　
　
　
川
県
知
事
。

1四
　
磯
部
始
書
翰

　
〔
明
治
六
年
〕
四
月
一
一
十
日

一
包
墾
「
従
四
位
有
馬
頼
成
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯
部
　
始
」

従
四
位
頼
成
よ
り
御
願
申
上
置
候
山
田
武
雄
一
条
、
近
日
中
御
答
可
被
進
と
の

御
事
、
頼
成
に
も
辱
奉
存
候
、
然
ル
処
縣
地
之
旧
参
事
共
、
勤
役
中
之
事
件
二

付
嘆
願
之
次
第
有
之
、
出
府
罷
在
候
処
、
願
之
通
大
蔵
省
右
被
　
仰
付
、
敦
レ

も
近
日
中
帰
縣
仕
候
付
、
武
雄
義
も
同
様
、
一
旦
帰
縣
家
族
引
纏
、
再
出
府
之

心
得
二
罷
在
候
、
乍
去
御
模
様
次
第
ニ
ハ
引
留
置
可
申
、
毎
々
御
面
倒
奉
恐
入

候
得
共
、
御
内
慮
奉
伺
度
段
、
頼
成
申
上
候
也
、

　
　
四
月
廿
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
二
一
㎝
　
囮
0
1
3
－
3
1
）

　
　
関
連
史
料

　
　
①
前
出
四
－
1
参
照
。

一
五
　
犬
塚
謙
太
郎
書
翰

　
1
　
〔
明
治
三
年
〕
二
月
二
十
五
日

謹
呈
、
春
和
之
侯
御
坐
侯
庭
、
益
御
昌
栄
被
遊
御
座
珍
重
奉
存
候
、
ニ
ニ
小
子

先
生
御
供
、
崎
陽
罷
越
療
養
之
庭
、
無
面
皮
次
第
又
々
致
再
鐙
、
此
節
ハ
烈

敷
、
馨
師
右
も
重
々
申
候
得
共
、
最
早
快
方
二
而
漸
く
遊
歩
共
致
位
、
近
頃
ハ

出
院
、
中
山
宅
へ
罷
在
候
慮
、
中
山
氏
二
も
兵
庫
縣
轄
任
二
付
、
追
々
帰
郷
仕

含
御
坐
侯
、
扱
不
堪
語
候
得
共
、
御
け
が
被
成
侯
趣
承
り
、
誠
以
驚
入
不
堪
俳

憤
候
、
併
し
御
存
之
通
躰
二
而
難
如
何
、
只
俳
憤
而
己
候
慮
、
先
ハ
御
快
之
御
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様
子
承
り
、
大
慶
奉
存
候
、
就
而
ハ
此
品
軽
微
之
至
御
坐
候
得
共
献
候
問
、
御

笑
留
被
下
候
半
ハ
大
慶
奉
存
候
、
當
節
ハ
御
家
内
御
上
京
、
崎
陽
二
而
得
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
緒
カ
一

面
、
皆
様
御
荘
栄
、
此
又
大
慶
奉
存
候
、
萬
縄
申
上
度
候
得
共
、
先
ハ
荒
増

何
事
も
後
便
可
得
貴
意
、
先
以
為
御
見
舞
、
如
斯
御
坐
候
、
猶
期
後
音
之
時
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恐
僅
謹
言

　
　
二
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犬
塚
謙
太
郎

　
江
藤
先
生

　
　
追
啓
、
村
崎
氏
不
斗
崎
陽
中
山
宅
二
而
出
會
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
一
七
㎝
団
0
1
3
－
3
2
一

　
　
編
者
註

　
　
①
中
山
は
致
遠
館
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
中
山
嘉
源
太
信
彬
の
こ
と
か
。

　
　
②
「
御
け
が
」
と
は
、
明
治
二
年
十
二
月
二
十
日
、
江
藤
が
虎
ノ
門
で
兇
徒

　
　
　
　
に
襲
わ
れ
た
際
の
負
傷
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。

　
2
　
〔
明
治
三
年
〕
正
月
五
日

改
年
之
御
吉
慶
際
限
不
可
有
御
坐
、
益
御
荘
栄
被
遊
御
越
年
、
珍
重
奉
存
候
、

ニ
ニ
小
子
無
異
加
年
罷
在
候
間
、
御
休
意
可
被
成
下
候
、
先
以
年
甫
之
御
祝
詞

為
可
申
上
、
如
期
御
坐
候
、
猶
期
永
陽
之
時
候
、
恐
僅
謹
言

　
　
正
月
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犬
塚
謙
太
郎

．
江
藤
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
枚
一
六
㎝
囮
0
1
3
－
3
3
一

1　　⊥　　　　ノ、

　
入
谷
次
郎
書
翰

　
〔
明
治
一
一
一
年
〕
十
二
月
二
日

一
巻
封
一
「
江
藤
五
位
様
　
一
一
篠
家
入
谷
次
郎
」

愈
御
勇
健
奉
大
賀
候
、
然
者
御
面
会
被
成
侯
儀
御
座
候
間
、

被
下
候
、
此
段
得
貴
意
、
如
斯
御
座
候
、
早
々
以
上

　
　
十
二
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
二
〇
㎝

一
七
　
岩
倉
家
使
書
翰

　
〔
明
治
六
年
〕
一
一
月

一
巻
封
）
「
麹
町
七
丁
日

　
　
　
　
　
江
藤
司
法
卿
様
」

故正
一
二
位
莞
去
之
節
者
為
御
悔
御
使
被
進
、

被
申
入
候
事

　
　
二
月

明
早
朝
御
参
殿
可

四
0
1
3
－
3
4
一

深
添
被
存
候
、
不
取
敢
以
吏
卸
挨
拶

一
一
枚
一
六
㎝

岩
倉
家
使

四
0
1
3
－
3
5
一



〆

編
者
註

①
故
正
三
位
は
明
治
六
年
二
月
十
三
日
に
死
去
し
た
具
視
の
父
岩
倉
具
慶
。

2
　
二
十
五
日

塞
封
一
「
江
藤
中
将
様

　
　
　
　
　
　
侍
史

　
　
　
一
一
判
、
制
．
小
能
一

山
石
倉
｛
氷
□
□
□
□

」

今
夕
御
人
来
之
様
御
申
越
、
則
申
人
候
慮
、
夕
景
右
無
探
来
客
有
之
候
二
付
、

明
廿
六
日
夕
剋
よ
り
御
出
被
下
候
様
仕
度
被
申
付
、
昨
日
之
御
答
追
、
如
此
候

也
、　

　
廿
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
八
㎝
団
0
1
3
－
3
6
一

3
　
〔
明
治
四
年
〕

十
一
月
二
日

「
江
藤
副
議
長
様

　
　
　
御
侍
史

岩
倉
　
家
令
」

尊
翰
拝
謂
仕
候
、
然
者
御
篭
之
内
鳥
六
ツ
御
進
呈
之
趣
、
委
細
奉
拝
承
候
、
只

今
外
国
人
来
客
巾
二
付
、
追
而
可
及
披
露
候
、
右
御
請
申
上
度
、
如
此
御
座

候
、
已
上

　
　
十
一
月
一
一
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
、
八
㎝
団
0
1
3
－
3
7
一

4
　
一
一
月
十
四
日

　
　
　
　
　
一
マ
マ
一

　
藩
埜
「
江
東
新
平
様

　
　
　
　
　
　
　
坐
．
右

巌
倉
家

　
　
執
事
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
マ
マ
一

昨
日
拝
承
、
御
慮
努
之
旨
如
何
御
坐
候
哉
、
御
尋
申
入
候
候
様
被
申
付
候
、

未
た
乍
内
々
、
主
人
俄
二
上
京
被
致
候
儀
も
有
之
候
問
、
是
非
今
日
中
御
面
會

被
致
度
、
乍
御
足
労
御
出
被
下
候
様
可
申
上
旨
被
申
付
、
如
斯
候
、
早
々

　
　
二
月
十
四
日

　
二
伸
、
白
然
御
所
努
二
て
御
六
ヶ
敷
儀
二
侯
ハ
・
、
家
来
中
二
て
相
伺
候

哉
、
是
又
御
尋
申
上
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
枚
一
九
㎝
四
〇
1
3
－
3
8
）

5
　
〔
明
治
三
年
〕

八
月
十
六
日

一
包
紙
一
「
江
藤
中
辮
殿

一
巻
封
一
「
江
藤
中
辮
様

具
視
」

巌
倉
家

　
　
執
事
」

今
日
者
御
光
臨
被
下
候
儀
、
御
苦
労
被
存
候
、
扱
濱
殿
之
筈
申
上
置
候
慮
、
更

二
新
銭
坐
紀
州
邸
二
取
極
置
実
間
、
右
申
上
置
候
様
被
申
付
、
如
此
候
也
、
尤

午
後
三
字
頃
ヨ
リ
御
入
来
被
下
候
事

　
　
八
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
枚
一
六
㎝
囮
0
1
3
－
3
9
一
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編
者
註

①
濱
殿
は
幕
末
に
海
軍
奉
行
の
所
轄
。
維
新
後
、
外
務
省
の
所
轄
と
な
り
、

　
　
明
治
二
年
九
月
に
は
宮
内
省
浜
離
宮
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
三
年

　
　
五
月
、
石
室
を
延
遼
館
と
命
名
し
た
。

八
　
岩
倉
具
視
書
翰

〔
明
治
四
年
〕
五
月
十
日

今
朝
来
書
之
慮
、
参
朝
中
延
引
御
断
申
入
候
、
来
示
官
位
相
當
表
其
外
草
案
合

而
七
紙
、
令
返
上
候
、
何
分
宜
敷
御
頼
申
入
候
、
早
々
以
上

　
　
五
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
具
視

　
江
藤
殿

　
　
尚
々
、
廿
二
三
日
比
ニ
ハ
必
、
長
知
事
・
大
久
保
・
木
戸
ニ
モ
各
出
頭
之

　
　
旨
二
候
間
、
精
々
早
く
御
清
書
置
可
給
候
、
出
来
次
第
尚
又
條
公
同
席
、

　
　
始
終
懇
二
承
り
置
度
存
候
、
早
々
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
一
六
㎝
四
0
1
3
－
4
0
一

2
　
〔
明
治
四
年
〕

二
月
二
十
五
日

藩
封
一
「
江
藤
殿
　
具
視
」

前
文
可
被
免
候
、
然
ハ
明
後
廿
七
日
朝
於

禁
中
二
貴
所
後
藤
御
出
會
可
申
様
御
約
束
申
置
候
得
共
、
少
し
都
合
モ
有
之
、

可
相
成
ハ
明
廿
六
日
午
後
四
字
ヨ
リ
條
公
邸
へ
御
両
人
同
時
御
出
被
下
候
半
・

重
畳
二
付
、
乍
御
面
倒
此
段
後
藤
方
へ
御
掛
合
之
上
、
今
夕
明
朝
之
内
御
答
給

度
候
、
自
然
御
差
支
も
有
之
候
ヘ
ハ
、
前
條
御
約
速
中
上
候
通
、
明
後
朝
八
字

造
二
於

禁
中
二
御
出
會
可
申
候
、
依
此
段
御
問
合
ま
て
、
如
斯
御
座
候
也

　
　
二
月
廿
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
一
六
㎝
団
0
1
3
－
4
1
）

3
　
〔
明
治
一
二
年
〕

四
月
二
十
三
日

一
封
筒
一
「
中
辮
江
藤
殿
大
納
一
一
一
一
目
岩
倉
具
視
」

前
略

　
　
　
一
一
撤
一

過
日
者
撤
夜
道
被
成
、
折
角
御
蓋
力
御
取
調
物
御
持
参
之
鹿
、
折
悪
敷
時
邪
感

冒
、
意
外
之
失
敬
無
申
條
候
、
就
而
ハ
所
労
も
先
々
日
邊
二
付
、
乍
御
苦
労
明

廿
四
日
八
字
ヨ
リ
御
出
被
下
度
候
、
宮
中
御
用
如
何
不
存
候
得
と
も
、
御
遅
参

御
理
二
而
是
非
御
出
被
下
度
候
、
此
段
御
頼
入
度
、
早
々
、
如
此
候
也

四
月
二
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
具
視

　
中
辮
江
藤
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
、
九
㎝
囮
0
1
3
－
4
2
）

4
　
〔
明
治
三
年
〕
六
月
六
日

一
巻
封
一

「
江
藤
巾
辮
殿
　
具
視

　
　
　
内
蒋
　
　
　
」



が

昨
日
者
御
苦
労
、
其
醐
御
頼
申
入
候
元
来
之
御
趣
意
、
宇
内
形
勢
一
変
、
所
詮

従
前
ノ
姿
ニ
テ
ハ

皇
威
海
外
ノ
並
立
ノ
ト
被
仰
候
而
モ
萬
々
ナ
ラ
サ
ル
訳
右
、
四
藩
奉
還
随
而
郡

縣
論
兎
二
角
二
カ
ヲ
ニ
一
シ
以
テ
各
國
へ
向
ワ
セ
ラ
レ
、
次
第
日
本
全
國
ノ
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
禄
一

カ
ニ
食
ム
ヲ
不
知
、
座
シ
テ
大
録
ヲ
世
々
ニ
シ
白
ラ
足
レ
リ
ト
ス
ル
所
、
人
才

教
育
ノ
上
ニ
モ
害
有
テ
益
ナ
キ
始
終
、
す
へ
而
分
明
二
一
書
二
御
認
メ
、
人
々

振
而
　
皇
国
ヲ
起
ス
ノ
旨
趣
二
引
導
候
様
、
足
下
カ
ヲ
極
テ
御
書
取
給
リ
度
存

候
、
殊
二
急
々
御
認
メ
被
下
度
存
候
事
二
候
、
尚
亦
昨
日
談
シ
之
通
、
公
卿
之

　
　
　
　
　
　
　
　
一
禄
一

所
も
私
二
不
相
成
様
家
録
取
極
メ
、
序
二
公
家
諸
官
人
二
も
人
々
此
國
ヲ
シ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
侮
］

冨
強
ノ
國
タ
ラ
シ
メ
、
外
悔
ヲ
不
受
二
不
置
ン
ハ
男
子
二
非
ス
ト
云
フ
様
二
振

ひ
候
様
有
之
度
、
亦
ハ
　
至
尊
今
日
二
御
復
古
被
遊
候
得
と
も
、
前
後
御
回
顧

被
為
在
候
ヘ
ハ
、
真
二
此
御
代
に
し
て
維
新
ノ
御
基
礎
不
被
為
立
候
而
ハ
、
却

而
御
不
孝
之
筋
二
も
被
為
當
候
事
二
付
、
今
日
ノ
所
人
々
薪
ニ
フ
シ
膳
ヲ
ナ
メ

ル
ノ
所
存
ニ
ナ
ク
テ
ハ
不
相
済
連
、
思
召
二
而
出
ル
ニ
而
も
よ
ろ
し
く
、
此
次

第
ハ
厚
ク
御
勘
弁
頼
存
候
、
尤
是
迫
被
仰
出
候
御
誓
文
始
メ
大
綱
目
モ
御
調

ヘ
ニ
て
御
配
慮
被
下
度
存
候
、
侃
草
々
、
如
此
候
也

　
　
六
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
一
九
㎝
団
0
1
3
－
4
3
一

　
〔
明
治
三
年
〕
六
月
九
日

　
　
　
　
｛
マ
マ
一

一
巻
封
一
「
江
東
中
辮
殿
　
具
視

　
　
　
　
　
　
内
啓

」

前
略
、
兼
而
御
内
談
申
入
候
件
々
、
偏
二
御
尽
力
、
片
時
も
早
く
御
書
立
被
下

度
御
頼
申
入
候
、
右
二
付
此
一
紙
至
極
見
所
之
宥
之
様
存
候
問
、
御
参
考
之
た

め
入
御
一
覧
二
候
、
価
早
々
、
如
此
候
也

　
　
六
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
具
視

　
｛
マ
マ
一

　
江
東
中
弁
殿

　
山
口
中
弁
殿

　
　
尚
々
、
何
分
當
分
ノ
所
御
雨
所
隈
り
御
勘
弁
御
認
メ
可
給
、
必
外
江
ハ
御

　
　
内
々
御
頼
申
入
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
一
九
㎝
団
0
1
3
－
4
4
一

　
　
編
者
註

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
か

　
　
①
山
口
中
弁
は
、
佐
賀
藩
士
の
山
口
尚
芳
二
八
三
九
－
一
八
九
四
）
。
中

　
　
　
弁
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
明
治
三
年
三
月
。
明
治
四
年
八
月
に
外
務
少
輔
。

6
　
〔
明
治
一
一
一
年
〕

六
月
十
日

寒
封
一
「
江
藤
中
辮
殿

具
視
」

今
朝
来
状
添
存
候
、
昨
日
罷
其
人
御
出
會
之
事
、
小
生
二
も
重
畳
と
存
候
所
、

此
比
帰
国
、
十
四
五
日
相
立
候
ハ
・
帰
来
之
筈
二
候
間
、
其
上
速
二
御
出
會
可

給
候
、
将
亦
過
日
来
足
下
御
頼
申
入
候
大
綱
ノ
所
、
一
通
り
書
取
之
事
御
世
話

敷
申
入
候
得
共
、
何
卒
今
明
日
中
ニ
ハ
御
清
書
出
来
候
様
御
頼
申
入
度
、
明
日

　
　
　
　
　
干
プ
と

夕
方
二
而
も
□
来
臨
、
一
紙
御
持
参
被
下
候
ハ
・
重
畳
恭
存
候
、
価
早
々
、

如
此
候
也

　
　
六
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
枚
二
〇
㎝
　
四
0
1
3
－
4
5
一



7
　
〔
明
治
四
年
〕
八
月
九
日

　
一
封
筒
一
「
江
藤
殿
　
　
岩
倉
外
務
卿
」

江藤新平関係文書

玉
章
一
見
、
御
用
繁
中
被
掛
御
心
頭
、
御
頼
申
入
置
候
一
事
、
懇
々
来
示
深
添

存
候
、
段
々
御
談
し
申
度
事
件
有
之
、
既
二
御
苦
労
申
乞
候
半
と
存
居
候
折
柄

二
候
、
然
庭
、
一
省
中
改
革
明
十
日
十
一
日
等
二
一
切
落
着
之
事
二
決
申
候

間
、
右
後
二
御
苦
労
申
入
候
間
、
兼
而
宜
御
頼
申
入
候
、
価
早
々
御
報
造
、
如

此
候
也

　
　
八
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
具
視

　
江
藤
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
枚
一
七
㎝
四
0
1
3
－
4
6
一

乃


